


東
日
本
大
震
災
で
思
う
こ
と

今
回
の
大
震
災
で
被
災
し
た
皆
様
方
に
、棚
田
ネ
ッ
ワ
ー
ク
を
代
表
し
て
深
甚
な
る
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
、東
北
地
方
を
中
心
に
し
て
襲
っ
た
大
津
波
に
よ
る
被
災
地
の
映
像
を
見
て
、

瓦
礫
の
原
と
焼
野
原
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、第
二
次
大
戦
後
の
日
本
全
土
の
風
景
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
が
、沖
縄
に
次
ぐ
戦
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
か
、

九
州
は
保
養
地
の
別
府
市
を
の
ぞ
き
、市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、町
の
レ
ベ
ル
ま
で
焼
野
原
に
な
っ
た
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、そ
の
焼
野
原
か
ら
勤
勉
に
働
き
、

世
界
で
も
有
数
の
経
済
大
国
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
国
を
復
活
、発
展
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、外
国
人
は
こ
の
国
難
に
遭
遇
し
た
日
本
人
の
冷
静
で
沈
着
な
行
動
に
絶
大
な
賞
賛
と
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、震
災
と
戦
災
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
な
災
禍
の
な
か
か
ら
も
う
一
度
力
を
振
り
絞
り
、立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、ま
ず
避
難
所
で
難
儀
を
し
て
い
る
被
災
者
に
思
い
を
馳
せ
、

戦
災
復
興
に
注
い
だ
労
力
と
英
知
を
震
災
地
に
結
集
さ
せ
、支
援
の
輪
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
限
り
の
力
を
尽
く
し
、支
援
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

「
蘇
れ
東
北
、頑
張
れ
日
本
」

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
　
中
島 

峰
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棚田は守るべきなのか？
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棚田ネットワーク

素朴な質問です。
「棚田」とは農業従事者による森林の破壊結果ではないのでしょうか？
なぜ棚田を残さないといけないのかわかりません。
私の意見では、全ての棚田を廃棄し、
その地域の気候・風土にあった森林に戻すべきではないかと思います。
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Re: 棚田は守るべきなのか？
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この度は、お問い合わせありがとうございます。年末年始の後処理で、ご返答が遅くなり大変申し訳ありません。
「棚田とは、農業従事者による森林の破壊結果」というご意見ですが、「棚田」に限らず農業全般が自然破壊の始まり
という考え方があることは確かです。
一つご確認頂きたいのは、当団体は、長らく人類が継承してきた棚田という文化や伝統の継承、保全を目的としていま
すので、「自然環境保護団体」ではありません。
ただ、「棚田」が森林破壊の結果かどうかというのは様々な考え方があります。それは、「棚田」はもともと中山間地の
地滑り地帯に作られた歴史があるからです。もちろん、お米が食べたい一心で山を切り開いた「棚田」もあることでしょう。
そういう意味では中国の大規模な棚田などは、ある意味で「森林破壊」の要素があることは否めません。
私たち棚田ネットワークの中にも様々な意見があります。しかし、「棚田」が自然の営みと人間の営みの根源的な矛盾に
折り合いをつける、人類にとってのシンボルではないかと考えて活動するメンバーが多いようです。
もし、よろしければぜひ棚田ネットワークにご入会頂き、会報やイベントを通じて棚田を全廃すべきかどうかを、もう一
度見定めて頂ければ幸いです。事務局も平日は13時～18時まで開いておりますので、新宿に来る機会がありましたら、 
ぜひお気軽にお寄りください。どんな意見であれ、棚田に関心を持っていただくことは、とてもありがたいことです。 
今後とも何卒よろしくお願いします。
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みなさんも改めて考えてみませんか！

　
返
信
メ
ー
ル
は
、も
ち
ろ
ん
棚
田
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
公
式
的
見
解
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
会
員
の
中
に
は
様
々
な
視

点
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
の
存

在
が
、
一
般
層
へ
大
き
く
広
が
り
、
社

会
的
な
注
目
度
も
増
す
中
、「
棚
田
」
に

対
す
る
意
見
や
考
え
方
も
多
様
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般

的
に
は
、「
棚
田
」
＝
「
自
然
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
強
く
、
上
記
の
投
稿
メ
ー

ル
の
よ
う
な
疑
問
に
ど
う
答
え
て
い
く

か
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
大

切
な
仕
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
15
年
の
活

動
で
、
棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
、
棚
田
の

必
要
性
、
棚
田
の
意
義
な
ど
を
社
会
に

認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
棚
田
を
守
る
の
は
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
な

ぜ
棚
田
を
残
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
質
問
は
、
あ

ま
り
に
も
短
絡
的
に
聞
こ
え
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、

棚
田
を
守
り
た
い
と
い
う
私
た
ち
の
一

方
的
な
立
場
か
ら
の
思
い
上
が
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
４
月
18

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
「
丸
の
内

さ
え
ず
り
館
企
画
展
示
」
の
テ
ー
マ
を

「
棚
田
は
守
る
べ
き
な
の
か
？
」
と
し
て
、

展
示
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
、
こ
の
一
通
の
メ
ー
ル
に
対
し

て
様
々
な
意
見
を
来
場
者
に
い
た
だ
き
、

改
め
て
棚
田
保
全
の
意
義
を
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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北
庄
中
央
棚
田
天
然
米
生
産
組
合
が

活
動
す
る
北
庄
地
域
は
、
岡
山
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
久
米
南
町
の
最
北
端

に
あ
り
、
標
高
３
０
０
㍍
か
ら
４
５
０

㍍
に
わ
た
り
稲
作
を
中
心
と
し
た
山
間

棚
田
地
域
で
す
。
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

な
が
ら
も
、
江
戸
時
代
初
期
の
耕
地
事

業
の
一
つ
『
是
里
池
築
堤
』、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
『
誕
生
寺

耕
地
整
理
組
合
』
に
よ
る
開
田
・
溜
池

の
増
改
築
や
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理
を

利
用
し
た
大
が
か
り
な
農
業
用
水
等
、

先
人
達
の
偉
業
と
宝
に
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

組
合
設
立
の
経
緯

　

平
成
６
年
、
岡
山
県
が
推
進
す
る
『
棚

田
天
然
米
生
産
地
育
成
事
業
』
と
『
棚

田
地
域
営
農
条
件
等
整
備
事
業
』
推
進

条
件
を
満
足
す
る
地
域
と
し
て
、
県
下

認
定
７
町
村
７
地
区
の
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
北
庄
中
央
地
区
35
戸
の
内
、
事

業
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
25
戸
の
農

家
が
会
員
と
な
っ
て
、
有
機
減
農
薬
米

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の
栽
培
を
通
し
、
棚
田

景
観
の
保
全
と
活
性
化
推
進
を
目
的
と

し
て
組
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成
11
年
ま

で
補
助
事
業
推
進
を
中
心
に
活
動
。
そ

し
て
平
成
12
年
以
降
は
、
過
去
６
年
間

の
活
動
組
織
と
実
績
を
基
に
、
北
庄
地

内
の
他
の
活
動
組
織
と
協
力
し
、
地
域

活
性
化
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
独
自
の
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

『
日
本
の
棚
田
百
選
』
に
認
定

　

転
作
奨
励
が
進
み
、
特
に
中
山
間
地
域

で
耕
作
放
棄
地
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

か
、
北
庄
地
域
で
は
日
本
の
原
風
景
で

あ
る
棚
田
を
、
景
観
と
し
て
だ
け
で
な

く
生
産
の
場
と
し
て
維
持
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
庄
３
地

区
全
体
（
北
庄
東
・
北
庄
中
央
・
北
庄
西
）

は
日
本
一
広
い
面
積
（
88
㌶
）
を
誇
る

棚
田
地
域
で
あ
り
、
平
成
11
年
に
『
日

本
の
棚
田
百
選
』
の
認
定
を
受
け
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
更
に
平
成
22
年
３
月

に
は
、
棚
田
の
中
心
位
置
に
築
堤
さ
れ

山
間
棚
田
水
源
の
一
つ
と
し
て
現
役
の

棚
田
支
援
隊
に
よ
る
荒
廃
地
の
再
生
と
発
生
抑
制
活
動

上：棚田の中心にある神之淵池（かんのんぶちいけ）／下段左：北庄棚田の冬景色／下段中・地元の小学生の田植え体験／下段右・棚田
支援隊の力で棚田の景観を守る

岡
山
県
久く

米め

南な
ん

町
ち
ょ
う

北き
た

庄
し
ょ
う
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『
神
之
淵
池
』
が
『
た
め
池
百
選
』
の
認

定
を
受
け
、
当
地
を
訪
れ
る
方
々
の
『
癒

し
の
空
間
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

棚
田
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立

　

棚
田
百
選
認
定
と
同
時
に
、
北
庄
棚

田
を
訪
れ
る
棚
田
フ
ァ
ン
が
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
県
南
の
方
が
多
く
、
季
節

感
に
ズ
レ
を
生
じ
る
事
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
来
訪
の
目
的
に
合
わ

せ
た
棚
田
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
し
、

有
料
会
員
制
の
棚
田
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を

平
成
13
年
３
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
先

ず
棚
田
フ
ァ
ン
（
特
に
写
真
愛
好
家
）

と
の
交
流
を
深
め
、
ジ
ャ
ス
ト
オ
ン
で

来
訪
出
来
る
事
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
棚
田
で
の
生
産
活
動

（
外
部
か
ら
見
れ
ば
棚
田
景
観
保
存
）
が

町
外
者
に
癒
し
を
与
え
る
事
が
出
来
る

景
観
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
が
、
地
元
住

民
の
ヤ
ル
気
を
奮
起
し
、
地
域
に
活
力

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
産
効

率
の
悪
い
山
間
棚
田
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
で
働
く
よ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
で
働
き
、
地
域
活
性
化
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
よ
う
、『
”
苦
農
“
か
ら
”

楽
農
“
へ
』
の
組
合
理
念
が
確
立
さ
れ
ま

し
た
。

棚
田
支
援
隊
設
立

　

地
域
住
民
の
高
齢
化
と
住
民
の
事
情

に
よ
り
、
棚
田
景
観
の
一
番
す
ば
ら
し

い
場
所
に
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
耕
作
放
棄
地
は
、
棚
田
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
口
コ
ミ
で
期

待
し
て
当
地
を
訪
れ
た
棚
田
フ
ァ
ン
の

方
に
失
望
感
を
与
え
、
地
域
に
対
し
て

は
ク
レ
ー
ム
と
し
て
返
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
地
元
住
民
に
と
っ
て
も
、
自
分
達

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
里
が
荒
廃
地
化

し
て
ゆ
く
の
を
目
に
す
る
の
は
、
非
常

に
寂
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ふ
る
里
が
消

え
て
ゆ
く
危
機
感
を
抱
く
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
棚
田
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の

一
人
か
ら
出
た
言
葉
が
、
棚
田
支
援
隊

の
設
立
に
向
け
背
中
を
大
き
く
押
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
”
以
前

の
姿
に
近
い
写
真
が
撮
影
出
来
る
な
ら
、

棚
田
景
観
再
生
に
汗
す
る
努
力
を
惜
し

ま
な
い
“
と
の
力
強
い
言
葉
だ
っ
た
の
で

す
。
早
速
、
組
合
総
会
で
組
合
員
の
賛

同
を
得
て
、
平
成
19
年
８
月
25
日
の
猛

暑
の
中
、
第
１
回
支
援
隊
活
動
と
し
て

荒
廃
地
の
草
刈
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

賛
同
者
は
県
内
外
か
ら
約
60
名
。
今
年

で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
復
田
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
景
観
作
物
を
中
心
と

し
た
都
市
と
の
交
流
の
場
に
な
る
ま
で

の
再
生
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
コ
シ
ク
ラ
ブ
設
立

　
中
山
間
地
域
が
直
面
し
て
い
る
問
題

は
、
地
区
住
民
の
高
齢
化
に
伴
う
離
農

家
急
増
に
よ
る
、
更
な
る
荒
廃
地
の
増

加
及
び
原
野
化
で
す
。
当
地
で
は
、
こ

の
時
期
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
施
策
と

し
て
、
都
市
住
民
参
加
に
よ
る
安
全
で

安
心
、
そ
し
て
美
味
し
い
米
造
り
組
織

と
し
て
『
天
コ
シ
ク
ラ
ブ
』
を
平
成
21

年
に
発
足
さ
せ
、
約
10
軒
の
会
員
に
よ

る
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試

み
の
定
着
が
、
会
員
に
と
っ
て
は
自
分

達
で
栽
培
し
た
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
喜

び
、
住
民
に
と
っ
て
は
労
働
力
の
確
保

■ 北庄の棚田へのアクセス
【電　　車】�ＪＲ津山線誕生寺駅下車、徒歩50

分（約3キロ）
【自家用車】�中国自動車道津山ICまたは院床IC

から国道53号線を南下。約40分

■ お問い合わせ
【北庄中央棚田天然米生産組合】
岡山県久米郡久米南町北庄1867-3
Tel.0867-28-3584（近日中に回線変更予定）
E-mail : a.nishikawa1@hi.enjoy.ne.jp

と
新
た
な
交
流
の
創
出
と
な
り
、
新
た

な
荒
廃
地
発
生
の
抑
制
活
動
と
し
て
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

棚
田
支
援
隊
の
輪
拡
大

　

今
年
は
、
新
た
に
１
団
体
よ
り
『
棚

田
守
り
隊
』
を
発
足
さ
せ
、
棚
田
保
全

に
少
し
で
も
協
力
出
来
れ
ば
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
棚
田
保
全
・
存
続
に
向
け

て
の
輪
の
拡
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
更
な
る

定
着
と
拡
大
に
よ
っ
て
、
都
市
及
び
大

型
消
費
市
場
か
ら
距
離
的
に
も
不
利
な

立
地
条
件
の
山
間
棚
田
の
生
き
残
り
策

と
な
る
よ
う
、
組
合
員
一
同
一
致
団
結

し
頑
張
り
ま
す
。

 

北
庄
中
央
棚
田
天
然
米
生
産
組
合

　
組
合
長
　
西
河
明
夫
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第
25
回スギナ（つくし）

　

出
会
え
る
と
、
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ

び
る
「
つ
く
し
」。
シ
ダ
植
物
の
仲
間

で
、
ト
ク
サ
科
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
含

ま
れ
ま
す
。
漢
字
で
書
く
と
「
土
筆
」、

形
が
筆
に
似
て
い
る
こ
と
が
由
来
と
さ

れ
て
い
ま
す
。正
式
な
名
前
は
ス
ギ
ナ
。

土
筆
は
ス
ギ
ナ
の
胞
子
茎
と
い
う
部
分

で
、
言
わ
ば
ス
ギ
ナ
の
花
と
枝
に
当
た

り
ま
す
。

　

私
は
、
毎
年
こ
の
時
期
し
か
味
わ
え

な
い
土
筆
料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
卵
と
じ
に
、
か
き
揚
げ
に
、
き
ん

ぴ
ら
に
と
、
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
思

い
の
他
幅
が
広
く
、
春
の
食
卓
の
一
品

に
な
り
ま
す
。

　

き
っ
と
何
か
健
康
に
も
良
い
の
で

は
、
と
調
べ
て
み
た
ら
驚
き
ま
し
た
。

「
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
土
筆
の
部
分
を
含

む
ス
ギ
ナ
に
は
、
健
康
に
有
効
性
の
あ

る
科
学
的
裏
付
け
が
殆ほ
と
ん

ど
な
く
、
む

し
ろ
長
期
間
に
渡
っ
て
食
べ
る
と
安
全

性
に
問
題
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
ら
、
他
の
ワ

ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
と
同
様
、
適
切
な
処

理
を
し
て
頂
く
の
は
問
題
な
い
よ
う
で

す
。
長
期
間
に
渡
っ
て
大
量
に
摂
取
し

続
け
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

畑
や
田
ん
ぼ
で
は
や
っ
か
い
者
の
雑

草
で
も
あ
る
ス
ギ
ナ
。
子
ど
も
の
遊
び

や
食
用
で
土
筆
を
採
取
す
る
こ
と
が
、

お
の
ず
と
間
引
き
に
つ
な
が
り
、
除
草

に
も
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
姿
が
見
ら
れ
る
季
節
も
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
去
っ
て
、
お
次
ぎ
は
初
夏
の

訪
れ
で
す
。

（
自
然
観
察
指
導
員　

桐
原
真
希
）

撮影：桐原真希
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津
市
は
、
県
の
中
央
部
を
占
め
る
県

庁
所
在
地
。
2
0
0
6
年
1
月
に
周
辺

の
9
市
町
村
を
合
併
し
、
伊
勢
湾
岸
か

ら
奈
良
県
境
ま
で
が
領
域
と
な
っ
た
。

美
杉
町
は
市
の
西
端
に
位
置
す
る
旧
美

杉
村
の
こ
と
。
布
引
山
地
に
西
を
限
ら

れ
、
雲く

も

出ず

川
が
貫
流
す
る
山
里
で
、
そ

の
名
が
示
す
よ
う
に
床
柱
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
三
多
気
は
、
布
引

山
地
南
端
の
独
立
峰
大お

お

洞ほ
ら

山
の
南
麓
に

あ
り
、
集
落
の
西
を
走
る
細
い
道
が
奈

良
県
と
の
県
境
に
な
っ
て
い
る
。
中
央

の
長
さ
1
㌔
に
及
ぶ
真
福
院
の
参
道
は

樹
齢
3
0
0
年
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
並

木
。
桜
の
名
所
と
し
て
の
名
が
高
い
集

落
で
あ
る
。

　
美
杉
町
を
訪
ね
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
2
0
0
4
年
7
月
、
農
水
省

農
村
振
興
局
の
新
し
い
課
長
補
佐
・
日

置
秀
彦
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た
時
、「
私
の

実
家
は
三
重
県
の
山
奥
、
ま
わ
り
に
は

棚
田
し
か
な
か
っ
た
」
と
の
一
言
。
こ

の
こ
と
ば
を
思
い
出
し
、
徳
島
県
庁
に

転
勤
に
な
っ
て
い
る
日
置
さ
ん
に
電
話

を
す
る
と
、「
父
が
案
内
す
る
の
で
是
非

棚
田
を
見
て
下
さ
い
」
と
招
待
さ
れ
た
。

9

奥
伊
勢
・
大
洞
山
麓
の
棚
田

三
重
県
津
市
美
杉
町
三
多
気

 中
なかしま

島 峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。棚田学会会
長。 全国棚田 ( 千枚田 ) 連絡協議会理
事、棚田サミット開催地選定委員会委員
長。1933 年宮崎県生まれ。早稲田大
学教育学部地歴科卒。2004 年まで早
稲田大学教育学部教授。著書に『日本
の棚田—保全への取組み』『百選の棚
田を歩く』『続・百選の棚田を歩く』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
並
木
と

大
洞
山
の
出
迎
え

　

2
0
1
0
年
2
月
上
旬
、
の
ぞ
み
1
号

で
東
京
を
発
ち
、
名
古
屋
で
南
紀
1
号

に
乗
り
換
え
松
阪
で
下
車
。
連
絡
し
て

い
る
名
松
線
の
伊い

勢せ

奥お
き

津つ

行
き
の
列
車

を
探
し
て
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
駅

員
に
尋
ね
る
と
途
中
の
家い

え

城き

ま
で
し
か

行
か
な
い
と
の
こ
と
。
2
0
0
9
年
10

月
の
台
風
で
被
害
を
受
け
、
家
城
～
伊

勢
奥
津
間
は
代
行
バ
ス
の
運
行
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
列
車
は
接
続
し
て
い

な
い
と
い
う
。
時
刻
表
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
列
車
が
途
中
の
家
城
で
勝
手
に
打

ち
切
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
に
唖
然

と
し
た
。「
消
え
た
列
車
」
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
復
旧
に
手
を

つ
け
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
廃
線

に
し
て
し
ま
う
つ
も
り
の
よ
う
だ
。
こ

う
し
て
過
疎
地
域
は
一
段
と
疲
弊
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

松
阪
を
出
た
列
車
は
し
ば
ら
く
風
車

が
林
立
す
る
布
引
山
地
へ
向
か
っ
て
伊

勢
平
野
を
走
る
。
井
関
を
過
ぎ
短
い
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
幅
広
い
雲
出
川

の
谷
底
平
野
に
入
っ
て
行
く
。
そ
の
谷

幅
が
し
だ
い
に
狭
く
な
り
家
城
に
着
く
。

接
続
の
代
行
バ
ス
は
お
よ
そ
2
時
間
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
日
置
さ
ん
の
父
・

愛よ
し

和か
ず

さ
ん
に
電
話
を
し
て
迎
え
に
き
て

も
ら
っ
た
。（
注
）

　

三
多
気
の
集
落
は
、
標
高
4
0
0
～



1

2

3

10

5
0
0
㍍
の
大
洞
山
南
麓
の
斜
面
に
立

地
し
て
い
る
。
標
高
3
5
0
㍍
に
あ
る

杉
平
の
バ
ス
停
か
ら
集
落
に
上
る
道
は

サ
ク
ラ
並
木
の
参
道
。
両
側
に
家
屋
が

点
在
、
正
面
に
鎮
座
す
る
形
の
よ
い
三

角
形
の
大
洞
山
が
迎
え
て
く
れ
る
。
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
が
咲
く
季
節
、
花
に
埋
も
れ

た
集
落
の
華
や
い
だ
姿
を
一
度
見
た
く

な
る
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。
日
置
さ
ん

の
家
は
集
落
の
最
高
所
。
家
の
前
で
道

は
行
き
止
ま
り
に
な
り
、
庭
か
ら
三
多

気
の
集
落
が
俯
瞰
で
き
る
。

集
落
に
あ
る
３
地
区
の
棚
田

　

棚
田
は
、
集
落
の
な
か
の
桜
地
区
、
集

落
の
東
1
㌔
ほ
ど
に
あ
る
榎
切
・
池
田
地

区
、
集
落
西
の
奈
良
県
に
属
す
る
西
谷
・

松
ケ
谷
地
区
の
3
か
所
に
分
か
れ
て
み

ら
れ
る
。
桜
地
区
は
、
点
在
す
る
家
屋

の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
し
て
2
～
3
㌃

の
広
さ
の
棚
田
が
20
数
枚
散
ら
ば
っ
て

い
る
。
2
㍍
前
後
の
高
さ
が
あ
る
石
積

み
は
胎は

ら

み
も
な
く
し
っ
か
り
と
し
て
美

し
い
。
し
か
し
、
高
齢
化
と
水
不
足
の

た
め
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
は
数
枚
の
み
、

日
置
さ
ん
の
棚
田
2
枚
も
放
棄
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
参
道
沿
い
の
数
枚
の

棚
田
は
サ
ク
ラ
の
季
節
、
写
真
家
の
た

め
に
水
が
張
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

榎
切
・
池
田
地
区
は
、
大
洞
山
麓
の

幅
30
～
1
0
0
㍍
、
長
さ
6
0
0
㍍
の

谷
間
に
傾
斜
8
分
の
1
、
面
積
4
・
5

㌶
の
棚
田
が
拓
か
れ
て
い
る
。
枚
数
は

50
枚
弱
、
1
枚
の
大
き
さ
は
1
～
2
㌃

か
ら
10
㌃
を
こ
え
る
も
の
ま
で
大
小
さ

ま
ざ
ま
。
上
・
中
・
下
段
の
3
つ
の
部

分
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
、
上
段
部
分

は
未
整
備
の
巨
岩
を
抱
い
た
石
積
み
の

棚
田
で
あ
る
。
石
積
み
の
高
さ
は
2
㍍

前
後
の
も
の
が
多
い
が
、
最
上
段
の
石

積
み
は
4
㍍
を
こ
え
る
高
さ
が
あ
る
。

日
置
さ
ん
の
棚
田
は
こ
の
部
分
に
あ
り
、

1
枚
が
13
㌃
、
他
の
4
枚
は
4
～
5
㌃

の
広
さ
。
形
は
等
高
線
を
描
い
て
い
る
。

す
で
に
、
キ
リ
ハ
ギ
と
よ
ば
れ
る
ク
ワ
で

行
う
畦
切
り
の
作
業
が
す
み
、
上
手
の

石
積
み
に
土
を
寄
せ
漏
水
を
防
ぐ
た
め

の
ウ
ラ
ツ
ケ
も
終
え
て
い
た
。
石
積
み

に
土
を
寄
せ
る
作
業
は
見
た
こ
と
が
な

く
、
用
水
不
足
は
か
な
り
深
刻
な
よ
う

だ
。
棚
田
の
端
に
は
数
棟
の
野
小
屋
が

た
っ
て
い
る
。
集
落
か
ら
こ
こ
ま
で
歩

く
と
40
分
は
か
か
り
、
車
が
通
る
道
が

な
か
っ
た
時
代
、
作
業
小
屋
が
必
要
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
目
を
上
げ
る
と
大
洞
山

が
遠
慮
が
ち
に
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

　

中
段
の
部
分
は
、
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
形
も
大
き
さ
も
上
段
の
棚
田
と
か

わ
ら
な
い
が
、
水
不
足
で
放
棄
さ
れ
て

い
る
田
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
上
段
部

分
の
棚
田
は
団
地
面
積
1
㌶
以
上
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ま

で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
助
成
金

を
貰
っ
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
に
始
ま
る
制
度
で
は
要
件

が
緩
和
さ
れ
る
の
で
、
息
子
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
貰
え
る
よ
う
に
す
る
ん
だ
と

意
気
込
ん
で
お
ら
れ
た
。
下
段
部
分
は
、

10
年
前
に
整
備
さ
れ
て
、
石
積
み
か
ら

土
坡
の
棚
田
に
か
わ
り
、
1
枚
が
10
㌃

以
上
の
広
さ
。
形
状
は
長
方
形
に
近
く
、

直
線
状
の
土
坡
は
2
段
に
な
り
、
高
さ

が
3
㍍
は
あ
る
。
こ
の
部
分
は
直
接
支

払
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

西
谷
・
松
ケ
谷
地
区
は
奈
良
県
に
よ
っ

て
整
備
が
行
わ
れ
た
整
然
と
し
た
棚
田

で
あ
る
。
傾
斜
9
分
の
1
、
面
積
4
㌶
、

13
枚
、
1
枚
の
広
さ
が
4
～
5
㌃
、
法

面
は
直
線
状
の
土
坡
、
そ
の
高
さ
は
1
・

5
㍍
ほ
ど
で
、
最
上
段
に
設
け
ら
れ
て

い
る
溜
池
に
よ
っ
て
潅
漑
さ
れ
て
い
る
。

属
地
的
に
は
奈
良
県
で
あ
っ
て
も
、
耕

作
者
は
三
多
気
の
人
、
し
た
が
っ
て
属

1：高さ2㍍前後の石積みの棚田／ 2：耕作
の準備が進む／3：日置愛和さんは兼業農家。
自分の水田40㌃と他家から引き受けた10㌃
を耕作している。
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日置愛和さん（71）と奥さんの治代さん
（65）。魚以外はすべて自家製の料理
でもてなしてくれた。

人
的
に
は
三
重
県
の
土
地
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

三
多
気
は
か
つ
て
60
戸
を
こ
え
る
集

落
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
戸
数
50
戸
。

ほ
と
ん
ど
が
20
～
30
㌃
の
水
田
し
か
所

有
し
な
い
農
家
で
あ
る
た
め
、
山
林
や

日
雇
い
仕
事
、
名
張
や
津
・
松
阪
の
企

業
で
働
く
兼
業
農
家
で
あ
る
。
過
疎
・

高
齢
化
は
深
刻
で
、
か
つ
て
60
名
も
い

た
小
・
中
学
生
が
、
今
年
1
名
の
中
学

生
が
卒
業
す
る
と
皆
無
に
な
る
と
い
う
。

婦
人
の
独
居
老
人
世
帯
が
多
く
、
水
田

を
耕
作
し
て
い
る
農
家
は
18
戸
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
。

棚
田
で
米
を
作
る
意
味

　

こ
こ
で
、
日
置
さ
ん
と
棚
田
で
米
を

作
る
意
味
を
考
え
て
み
た
。
ま
ず
、
50

㌃
の
米
づ
く
り
の
収
支
を
計
算
し
て
み

る
と
、
売
上
は
38
俵
の
収
穫
、
1
俵
1
・

3
万
円
で
農
協
に
出
荷
し
た
と
し
て
49
・

4
万
円
。
こ
れ
に
対
し
、
自
家
労
働
力
の

労
賃
を
除
い
た
生
産
費
は
苗
代
7
万
円
、

除
草
・
防
除
剤
3
万
円
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
飛
ば
し
て
の
共
同
防
除
費
1
万

円
、
収
穫
委
託
料
10
万
円
、
地
代
1
万
円
、

耐
用
年
数
10
年
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
の

減
価
償
却
費
9
万
円
、
合
計
31
万
円
で

手
元
に
残
る
の
は
18
・
4
万
円
。
こ
れ

は
大
学
卒
の
初
任
給
（
月
給
）
に
も
劣

る
金
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
置

さ
ん
に
は
お
米
で
お
金
を
稼
い
で
い
る

と
い
う
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ

で
は
「
何
故
米
を
つ
く
る
の
か
」
と
日

置
さ
ん
に
聞
く
と
、「
家
に
田
圃
が
あ
れ

ば
米
を
つ
く
る
の
は
当
た
り
前
、
計
算

や
理
屈
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
に

や
る
こ
と
も
な
く
、
身
体
が
動
く
か
ぎ

り
無
駄
に
は
で
き
な
い
の
で
つ
く
り
続

け
る
の
だ
」
と
い
う
。
横
か
ら
奥
さ
ん

が
「
健
康
の
た
め
に
も
い
い
し
ね
」
と

口
を
添
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が

識
者
に
よ
り
「
先
祖
が
残
し
た
田
畑
を

三多気の棚田へのアクセス

守
る
た
め
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

戴
い
た
お
昼
は
大
変
な
ご
馳
走
。
魚

類
以
外
は
す
べ
て
自
分
の
家
で
つ
く
っ

た
も
の
。
な
か
で
も
、
塩
・
糠
・
ト
ウ

ガ
ラ
シ
・
酢
・
昆
布
で
味
を
つ
け
た
日

野
菜
の
漬
物
は
逸
品
。
こ
れ
だ
け
で
何

杯
も
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う

だ
。
奥
さ
ん
の
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
、

す
べ
て
に
箸
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず

申
し
訳
な
く
思
っ
た
。

　

日
置
さ
ん
夫
婦
を
み
て
い
る
と
、
土

地
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、
も
の

静
か
で
淡
々
と
し
た
振
る
舞
い
。
声
高

に
な
に
か
を
主
張
す
る
で
も
な
く
、
自

慢
す
る
こ
と
も
な
い
。
万
事
目
立
た
ず
、

毎
日
田
畑
へ
で
か
け
黙
々
と
耕
し
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
日
本
の
原
風
景
を
つ
く
り
、
守
り
育

て
て
き
た
の
で
あ
る
。

【公共交通】	�近鉄大阪線名張駅よりバスで約60分

【自家用車】	�伊勢自動車道久居ICより国道165号・
県道15号・国道368号経由約60分。

＊
注
　�

公
共
の
交
通
機
関
の
み
で
訪
ね
る
と
す
る
と
、
終
点

の
伊
勢
奥
津
駅
か
ら
国
道
3
6
8
号
を
走
る
三
重
交

通
の
名
張
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
、
杉
平
で
下
車
、
真

福
院
へ
向
か
う
参
道
を
上
る
と
三
多
気
に
到
着
す

る
。
バ
ス
は
朝
・
昼
・
夕
の
3
便
。（
2
0
1
0
年

2
月
時
点
）
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会員のみなさんの
ベストショット募集！！

みなさんが撮影した棚田や作業風景
の写真など、ベストショットをコメ
ント（70文字程度）を添えて編集部
まで送ってください。毎号、紹介さ
せていただきます！送り先は下記。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-18-16
トーシンハイム704号
「棚田に吹く風　ベストショット」宛
メールでも受け付けています
⇨ hiroba@tanada.or.jp

じょんのび：田植え
千葉県浦安市　秋元  勝治
（新潟県柏崎市高柳の棚田）



静
岡
県
に
は
、
実
は
た
く
さ
ん
の
棚
田
が
あ
り
、
多
く
の
研
究
者
が
棚

田
（
水
田
・
休
耕
田
）
の
「
多
面
的
機
能
」
に
つ
い
て
科
学
的
な
解
析

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
書
は
そ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
。「
棚

田
研
究
」
と
聞
く
と
少
し
固
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
し
ま
う
が
、
個
性

溢
れ
る
研
究
者
や
棚
田
の
保
全
活
動
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、「
生
き
も

の
」「
水
」「
風
景
」「
文
化
」「
棚
田
の
未
来
」
な
ど
様
々
な
切
り
口
で
、

そ
の
思
い
や
魅
力
を
語
っ
て
い
る
。
静
岡
県
の
人
々
の
「
棚
田
」
に
対

す
る
〝
熱
意
〟
と
〝
や
る
気
〟
が
詰
ま
っ
た
本
。

山
口
県
上
関
町
に
新
た
な
原
発
の
建
設
計

画
が
持
ち
上
が
っ
て
28
年
。
瀬
戸
内
海
で

漁
業
を
営
む
祝
島
の
人
た
ち
は
一
貫
し
て

こ
の
計
画
に
反
対
し
て
き
た
が
、
反
対

派
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
。
一
方
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、「
脱
原
発
」
を
国
民

投
票
で
決
め
、
電
力
を
自
由
化
し
、
大
規

模
な
発
電
所
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な
社

会
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
す
る
の
か
？ 

2
つ
の

国
の
人
々
の
姿
を
通
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
在
と
未
来
を
問
う
。

編纂：

静岡県農林技術研究所
¥1,260
静岡新聞社 
2009年6月
Amazon.co.jp にて購入
できます。

2010年／日本
135分

監督：鎌仲ひとみ
制作･配給：

グループ現代

■公開中 〜 4月26日（火）／オー
ディトリウム渋谷 （ユーロスペー
ス２F）　自主上映も全国で開催
されています。 詳しくはオフィシャ
ルサイトにてご確認ください。
http://888earth.net/

静
岡
の
棚
田
研
究
〜 

そ
の
恵
み
と
営
み

ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回
転

て
っ
ぺ
ん
の
棚
田

　

案
の
定
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
標
は
「
御
祓
小
学
校
」、
漢
字
が

読
め
ず
カ
ー
ナ
ビ
設
定
な
し
の
運
転
。
小
さ
な
集
落
で
旦
那
さ
ん
に
聞
き

ま
し
た
。「
泉
谷
の
棚
田
に
行
き
た
い
の
で
す
が
？
」「
へ
～
埼
玉
か
ら
？

山
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
見
事
な
棚
田
だ
。
案
内
す
る
か
ら
私
の
車
に
つ
い

て
来
な
」。
走
る
こ
と
1
・
5
㎞
、
車
を
止
め
、「
こ
こ
か
ら
は
案
内
板
を

頼
り
に
行
き
な
さ
い
」。
感
謝
。
途
中
２
車
線
の
所
も
あ
る
が
バ
イ
ク
と
す

れ
違
う
の
も
難
儀
な
ダ
ラ
リ
権
現
経
由
の
道
を
4
㌖
ほ
ど
登
っ
た
頂
上
近

く
に
「
泉
谷
棚
田
入
口
」
の
看
板
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
極
端
に
狭
い

下
り
坂
。
対
向
車
が
来
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
50
㍍
ほ
ど
下
る
と
突
然
視

界
が
開
け
、
眼
下
に
鋭
い
Ｖ
字
形
の
谷
。
そ
の
両
壁
に
棚
田
が
へ
ば
り
付

い
て
い
る
。
90
枚
の
石
積
み
の
棚
田
が
織
り
成
す
光
景
は
芸
術
品
で
水
車

小
屋
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
い
。
運
良
く
稲
刈
り
の
真
っ
最
中
で
山
々

に
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。
内
子
町
役
場
の
標
高
は
45
㍍
、

棚
田
上
段
が
5
1
0
㍍
だ
か
ら
ま
さ
に
「
て
っ
ぺ
ん
の
棚
田
」。
5
軒
の

農
家
を
中
心
と
し
た
保
存
会
が
守
り
続
け
て
い
ま
す
が
未
来
に
残
し
た
い

棚
田
の
一
つ
で
す
。	

（ 

埼
玉
県
所
沢
市  

上
久
保
郁
夫 
）

愛媛県内子町 泉谷棚田
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　今、岩ノ作棚田は緑滴る季節を迎えている。ここで田んぼの生きもの調査を始めたのは、
2005年4月のことであったので、このプロジェクトも7年目に入ったことになる。この間、
トンボ類、魚類、貝類、水生昆虫類、両生類など、多くの生きものたちとの出会いがあった。
四季折々、夥しい種類の野の花たちも私たちを迎えてくれた。これらの中にはホトケドジョ
ウをはじめ、絶滅が危惧される動植物もいくつか含まれる。2009年からは、体験米作りも
始めた。これにより、地元・小深集落の方々との交流も一段と深めることができた。
　3・11の東日本大震災による未曾有の大災害は、福島原発からの放射能漏れも、農業へ甚
大な影響をもたらしている。土壌汚染にさらされる地元はもとより、周辺地域での風評被害も
大きく、安全確認された農作物も、消費者に受け入れられないという状況が続く。農家の心
情を思うと心が痛む。大震災直後、都会のスーパーから最初に姿を消したのは、米と水であっ
たと報道された。これを見て、米と水が豊かなのは中山間棚田地域であることを改めて認識
した。栃木県は福島県に隣接する。言うなれば、風評被害の防波堤的位置にある。それ故に、
今年の岩ノ作棚田での体験米作り（田植え：5月14日）は、格別の意味を持つものと思う。「が
んばろう！日本」、「みんなで守ろう！棚田」を合言葉に今年の活動を進めたい。（安井  一臣）

　３月20日（日）に棚田ビオトーププロジェクト岐阜恵那「第４回かえる
の卵を探そう！」を開催しました。早春に卵を産むヤマアカガエルの卵塊を
棚田ビオトープはもとより、坂折棚田全体で探す企画です。東日本大地震の
影響でキャンセルもあり参加者は５名。今年は寒かったためか、ヤマアカガ
エルの卵塊は棚田ビオトープがなし、坂折棚田全体が１個見つかったという
寂しい結果。昨年（20 ～ 21日実施）、棚田ビオトープが11個、坂折棚田
全体が137個（15 ヶ所）見つかっているのと比較するとその少なさが分か
ります。ヤマアカガエルは「暖かい雨が降った次の日に卵を産む」といわれ
ているので、それがまだなのでしょう。ちなみに４月４日に追調査をした結
果、坂折棚田全体で新たに２個（１ヶ所）見つかりました。
　今年度も棚田ビオトープで田植え、ホタル観賞、稲刈り、かえるの卵を探
そう！を企画しております。ぜひ、ご参加ください。
	 （相田  明）

岩ノ作棚田での活動

「第４回かえるの卵を探そう！」
開催

岩ノ作棚田　春

かえるの卵を探そう

Project Report
プロジェクトレポート
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石部棚田へ行こうよ！プロジェクト準備中

　昨年、棚田ネットワークの情報発信サポートチームがホームページ制作に協
力したのをきっかけに、静岡県松崎町の石部棚田では、今年から棚田ネットワー
クのプロジェクト化を模索しています。
　石部棚田のオーナー制度は今年で11年目を迎え、100組を超えるオーナー
が集まります。しかし、それを支える保存会のメンバーが平均年齢70歳を超
えていて、いつ継続不可能になってもおかしくない状況になっています。私たちが直接的な支援をどれほどできるか
未知数ですが、まずは石部棚田の魅力や現状を多くの人に伝えるためのツアー企画や情報発信のサポートなどから取
り組みたいと思っています。
　写真は今年3月24日に行われた「ホタルのミニビオトープと森の遊び場つくり」（静岡県主催）です。放流したホタ
ルのさなぎが順調に育てば、5月下旬〜 6月上旬には、石部棚田を乱舞するホタルの幻想的な光を見ることができる
かもしれません。	 （高桑 智雄）



〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム 704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp

編
集
部
か
ら

　

３
月
11
日
。
こ
の
日
は
日
本

人
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日

付
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
文

章
を
書
い
て
い
る
の
は
４
月
初

旬
で
す
が
、
震
災
と
津
波
の
被

害
は
未
だ
全
容
が
見
え
ず
、
原

発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
難
航
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か
自
問
自
答

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
風
評
被

害
に
荷
担
し
な
い
こ
と
。
過
度

に
自
粛
し
な
い
こ
と
。
現
在
市

場
に
出
回
っ
て
い
る
も
の
は
安

全
で
、
東
北
の
多
く
の
観
光
地

は
営
業
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

「
福
島
産
を
買
お
う
！
東
北
を

旅
し
よ
う
！
」。
そ
し
て
、
長
く

続
く
復
興
の
道
の
り
を
一
緒
に

歩
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
で
予
定
が
変
更

に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
準
備
と
会

報
編
集
と
総
会
準
備
が
全
部
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ど
う

に
か
乗
り
切
れ
そ
う
で
す
。
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棚田ネットワークHPは、主要検索サイト
の「棚田」で、ほぼトップにランクする優
良サイトです！内容も盛りだくさん、今年
はウェブ独自企画も計画中！乞うご期待。

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！

NPO法人

［今月の表紙］田植機では植えきれない畦際に手植えをする。その1本も大切な一株（栃木県茂木町岩ノ作棚田）

法人会員紹介 ： NPO法人 環境資源開発研究所 新潟支部


